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1 緒 言

原子爆弾 による白血病に関 しては,被 爆後

3ヶ 月にしてモ ノチ ーテン白血病を起 した例

の操等1)の 報告を第一 とし,次 に被爆後一年

に骨髄性 白血病を起 した例に就 いての小宮等

2)の 記載があ る.其 の後, Jarrett H. Folley

等3)
,手 島等4),武田5),岡本6),山 本7),田 中8),

朝野9),原 田10), Black-schaffer B.等11),山 本12)

等に依 り原子爆弾 による白血病の諸報告がな

されたが,操 等1)の 例を除いては措 らくは何

れ も被爆後3年 以上を経た もので,被 爆初期

の白血球減少期の血液像を併せ記載 した もの

はない.然 るに私は,偶 々被爆後 自覚症発現

前の時期,原 子症状を発 したが臆 て回復 し健

康其の ものゝ如 くであつた時期,最 後に白血

病にて斃れ るに至った時期の三期に亘 る血液

像を併せ検し得た貴重な一例を経験 したので,

本症の被爆後の状態か ら死亡迄の臨牀症状 と

血液像 とに就いて報告す る.末 だ斯の如 き一

貫 した記載なき時に当つて,私 の報告は大い

に意義ある ものと思ふ.

2 症 例

患者;桑 ○ ヤ○ ノ, 48才(被 爆時46才),

主婦.家 族歴;父 は83才 にて,母 は75才 にて

何れ も老衰 の為死亡.子 供 な く,他 に特記す

可 き事柄はない.既 往歴; 20才 代 よ り子宮筋

腫に悩み, 42才 の折レ 線治療を受けた ところ,

それ以来 苦痛 と共に 月脛 もな くなつて了つた.

被爆時には爆心 よ り1.25kmの 地点にあ る自

宅玄関の敷居上に佇 立 して居 り,身 体の右半

分は爆心に,左 半分は玄関の内側に向つてい

た,突 然キ ラリツと閃光を感 じ,そ の瞬間

右 側 の上 及 び 下 肢に濡 れ るよ うな熱感を覚

え,思 はず屋内へ馳け込 んだ所,忽 ちペ しや

ん こに壊れた家の下敷 になつた.為 に右側背

部 と左上肢に打撲傷を負つた.当 時は薄い黒

色 のモ ンペを着用 していたが,こ のモンベは

燃 え裂け て居 り,爆 心側 の右上及び下肢に2

度の火傷を負つた.渇 を医す可 く水を飲んだ

ところ熱を発 した.然 し渇 くまゝ数回生水を

飲 んだ,そ して其度毎に37°～39℃の 熱を出

したが,水 を飲 まなければ斯様なことはなか

つた.別 に悪心,嘔 吐及び下痢 もな く,被 爆

後5日 目広島を去 る60kmの 地点に移住 し,

なほ何等の自覚症 もな く,此 の婦人 より100m

遠 くで被爆 し,初 め些の変異 も認めず,数 日

間の過労の後,突 然8月29日 発病 した夫の看

護に寝食を忘 るゝ如 き有様であつた.此 の夫

なる人は一時非常 に重態に陥 り白血球数600

に落ちた.私 は この夫 の治療に当つていたの

であ るが,婦 人に も変化ある可きを思ひ,試

に血球検査を行つて見た ところ,赤 血球287

万,白 血球2600で あつた.之 は9月7日,被

爆後32日 目である. 9月9日 発熱38℃ であ

つたが, 1日 丈で下熱し,別に 原子症状は呈

しなかつた. 9月11日 赤血球156万,白 血球

1800. 9月19日 頃 より数 日間咽頭痛 の訴へが

あつ た. 9月21日,被 爆後46日 目血色 素40％,

 (nach Sahli),赤 血球246万,色 素係数0.81,白

血球2200.其 後別条 な く経過 していたが, 11

月11日 被爆後97日 目胃部不快感を訴へた.然

し大 した こともな く,兎 角 日が過ぎて行つた.

翌21年 被爆後214日 目血色素67%,赤 血球413

万,色 素係数0.81,白 血球5400,殆 ん ど正常に

近 くなつ ていた. 10月 下旬440日 前後には胃

の障碍 が梢顕著 となつた.血 液 には貧血 と白

血球の減少 とがある.胸 骨剣状突起部の圧痛,
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小野寺及び ボアスの圧点陽性で胃潰瘍の疑診

を抱いたが,経 済上の理 由か らか治療は受け

なかつた.

表1A　 桑 ○ヤ○ ノ　♀　48才(昭 和22年)　 原爆症時代(32―46日),

[図Ⅰ]　 熱 型

桑 ○ ヤ ○ ノ　 ♀　48オ

現症歴;昭 和22年2月27日,昨26日 来 歯齦

出血,悪 心,〓囃,肩 凝 り,全 身倦怠及び嗜

眠 あ りとて原子症 を疑ひ,診 を もとめられた.

現症及び経過;体 格 梢小,骨骼 筋肉の発達尋

常,皮 下脂肪中等度,顔 面少 しく浮腫状,蒼

白,眼 瞼結膜及び口唇の貧血著明,眼 光弱 々

しく力な し.皮 膚は全般的に青白 く,胸 部に

は散在性 に直径2mm前 後の10数 個 に及ぶ赤

紫色 の皮下出血班 あ り.嘗 の 火 傷 部 は 健 康

部の皮膚に比 し梢浅黒 く,右 手背に軽度の瘢

痕を認む る他著変なし.口 腔内では,舌 繋帯

部の1.5cm2余 の赤黒い出血班 と歯齦 出血 と

があ り,血塗で凄惨な感 じであった.胃 部の不

快感は昨21年11月 の時 と略同様で胸骨剣状突

起部及び幽門部の圧痛 あ り,ボ ア スの圧点は

左 右両側共に陽性,特 に左方に顕著,小 野寺

,圧点は右は臀溝,左 は足尖に及ぶ,脉膊90,

体温38.5℃,血 圧115～0(r).此 の 日被爆

後570日 目に当 り,赤 血球244万,白 血球6400

で一見貧血のみの様で あ るが,好 中球 の増

加,特 にその幼若型の増加を見,非 白血性症

(Aleukaemische Form)で あつ た. 574日 目に

は25000の 白血球数 となつ た. 575日 目には右

頸 部淋巴腺が蚕豆大に腫脹 し,歯 痛並に歯銀

出血は益々強 くなつ た.一 方胸部にあつた皮

下出血班は消失 し,右 大腿 にポツンと直径3

mm大 の1個 の皮下出血班を認めた.左 右の

上臆外側は570日 目に行った注射の痕を中心

として何 れ も直径7cm大 に泌みた様にな り,

特 に左側では小豆大の血腫 とな り皮膚上に盛

り上つていた. 576日 目脉膊120,体 温39.7℃,

(図1参 照)心 臓衰 弱が 目立つ. 3月6日 被

爆後577日 目午前10時 頃 より意識不明 とな る.

午後3時脉膊126,両 側大腿には3日 及び4日

の注射痕 を中心 とす る手掌大の泌 みあ り.右

上及下肢 自発運動不能で,右 手の小指 よ り中
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指迄 は検者 の屈伸に対 して抵抗を示 した.然

しケルニ ツ ヒは陰性であつ た.死 亡3時 間前

の白血球38000,遂 に白血病にて斃れた.以

上は臨牀 所見並に訴であるが,以 下にその血

液像 に就いて梢詳細に述べて見度い.

回 復時 代(102―448),白 血病時 代(570―577)の 白血 球 像

表1B　 桑○ ヤ○ ノ　 ♀　 48才(昭 和22年)原 爆 症 時代(32―46日),

回復時(102―448),白 血 病時 代(570―577)の 赤血 球 像,

血 小板,血 沈,血 圧及 び脉膊

(図Ⅰ,表1A, B参 照)

血液型はA型 である.被 爆後32日 目赤血球

287万,白 血球2600,好 中球36%,淋 巴球51%,

単球3%,好 酸球6%,形 質細胞にあ らず淋

巴球にあらざる類淋巴球4%,核 影3%白 血

球指数0.76で,好 中球の或るものには原形質

に空泡を認めた.赤 血球 には畸 形赤血球,多

染性赤血球,大 小不同症あ り,な ほ有核赤血

球3個(白 血球200計 算)を 認めた. 36日目目

貧血及び白血球の減少更に高度 とな る.赤 血

球 の損傷甚 しくペ ツサ ール型 あ り,多 染性細

胞 あ り,有 核細胞は20を 算へた. 46日 目稍

回復の兆あ り,貧 血 と白血球減少度は36日 目
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に比 して軽度 となる.好 中球の%及 び淋巴球

の%も 正常に近付 く.然 し好中球の空泡化及

び上述の赤血球 の諸変化は軽度乍 らなほ存す

る, 102日 目貧血 及び白血球数益々正常に近付

く,有 核赤血球18個 を算する他 白血球個々の

変化はない.血 沈 もよくなつた.血 圧はなほ

低い. 214日 目赤及白血球数は先づ正常であ

る.白血球間の%も 正常であ る,血小板は4088

70で 梢多い.然 し個 々の血球には,好 中球の核

の膨化,原 形質 内に於け る空泡並にアヅール

顆粒の出現の諸変化があ る.赤 血球に も46日

目と同様 の諸変化が見 られ る. 443日 目再び

貧血 と白血球の減少 とを見 るが,各 白血球 の

%に は好酸球の稍多い他 には異常はない.試

みに448日 目更に検査 して見たが,矢 張赤及 白

血球数には何れ も減少があ る.両 日共白血球

には変化はないが,赤 血球 には貧血時に よく

見 られ る46日 目と同様の諸変化が ある.昭 和

22年2月27日 被爆後570日 目貧血はあるが 白血

球数は正常である.然 るに個 々の細胞には大

変な異常があ る.好 中球は89%を 占め,骨 髄

母細胞は72%を 示 し,淋 巴球は10.2%し かな

い.之 は非 白血性症の血液像であ り,原子症血

液像 の正に逆である.血 小板 も82960で 減少

して居 り,赤 血球には貧血に伴ふ46日 目と同

様の諸変化あ り,骨 髄 母細胞に リーヂル 型あ

り,好 中球並に単球に空泡を認 めた. 574日 目

白血球25000と な り,之 は明に白血病である.

 577日 目38000,殆 んどが好中

球である.骨 髄母細胞にはア

ウエル氏小体 を認め,急 性骨

髄母細胞性白血病 と診断 した.

[図Ⅱ]　 桑 ○ ヤ ○ ノ　♀　48才

3 総括及び考按

本例は原子爆弾 に依つ て熱

輻射 と核輻射 の2つ の輻射を

受け,前 者に依つ て火傷を負

つた.都 築3)に 依れば核輻射

としてはあらゆ る種類の線が

発散 されたが人体に障害を与

へ るのは レン トゲン線, γ

及び中性子の3つ であると云

はれている.原 子爆弾の使用は初めて 増あつ

たが,レ ン トゲン線, γ線及 び中性子の生物

に及隈す影響 に就 い て は 既 に種々の実験が

行はれてい る.此 の方面の草 分 と云 は れ る

Lawrence14)は1937年,ラ ツテに レ線及び 中性

子の全 身照 射 を行ひ 淋 巴 球 の 減 少 を認 め

た.又 中性子が肉腫に作用 す る こ と並 に時

に出血を伴ふ下痢を起す ことも証明 した.滝

川5)は 中性子の細菌に及ぼす生物学的作用を

研究 し,山 下6)は 中性子照射に依つ て白血球

数 の半減す ること及 び有核赤血球 の出現す る

ことを認め且つ,淋 巴球は減少するが,好 中

球は%に 於いても,絶 対数に於 いても増加 し

た と記載 してい る.中泉等7)はサ イクロ トンを

用ひ,脾 濾胞に著明な淋巴球の減少並に多数

の破壊顆粒を見た.渡 辺18)もサ イクロ トンに

依 る中性子を用ひ中枢神経細胞の反応 を検 し,

この細胞は抵抗が強い とのべた.即 ち放射線

に対 しては木 下19)の云へ るが如 くに幼若細胞

及び胚細胞は成熟細胞 よりも敏感であ る.従

つて絶え ず細胞が新生され る組織は他の交代

の緩 な組織に比 し強い障害を受け る,造 血臓

器に於いては最 も生存期間の短 い淋巴球 を作

る淋巴腺が最 も敏感な理であ る.扨 て原 子爆

弾障碍 に関す る福田20)都築27),西山22),吉 田23)
 89)
,三 宅等25).来 須等雪26),八尾等27),の 報

告は何れ も被爆後2ヶ 月迄 の血液像 に就いて

白血球 の減 少を記載 してい る,又 福 田20)は脾
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濾胞の数少きことゝ,そ の萎縮に就いて述べ

て居 り,三宅等25)は骨髄癆 の像,脾 の萎縮 と淋

巴球の減少 及び 淋巴結 節,特 に そ の濾 胞

の萎縮 と淋巴球の減少 とを認め,教 室の木本

28)は淋 巴濾胞 の萎縮消失,淋 巴球 の著減,濾

胞 の 網 状 化 及 び 田部教授の脾 内細胞回帰の

像を認め,吉 田23)は2ヶ 月後にはかか る病的

血液像は回復す ると云つている.私 の本例 も

上述の諸報告 とその血液像が略一致 し,当 初

に於いて原爆症た りしことに疑 ひはな く,又

一時略それ より回復 し居た りしことも血液像

よりして明であ る.又 都築13)に依れば胃並に

腸管粘膜の障害に依 る出血が云はれているが,

 Liebow等29)は 原爆屍 の組織標本 より,第7

日以前には潰瘍な く,又2週 間以後に も斯 る

変化はないと云つてい る.従 つて11月11日 被

爆後97日 目以後の胃潰瘍症状は先づ原爆 とは

無関係 と考へ てよい.そ して之 も一時は寛解

し丸 々と肥つ て居た.こ の間の消息は214日

目の赤血球413万,白 血球5400を 見て も判 る.

それ以後 も胃障碍は時 に触れ顕在性 とな り,

それ と共に貧血及び白血球 の減少が見 られ る.

 570日 目の白血球の像は非白血病性で,次 いで

574日 目のそれは白血病の像を呈 している.

本例が果 して原爆に依る白血病 であ るか否か

は問題であ る.然 し被爆者中白血病者の最 も

多い距離は爆心 より1km前 後な ること,而

も嘗て原爆症を皇 した こととより,本 例が原

子爆弾に依 る白血病の公算大なるを信んず る

ものであ る.因 に, Jarrett H, Fo11ey等3)の 云

へ るが如 く,本 例に於いて も他の一般白血病

との相違点は見 出し得なか つた.

4 概 括

1, 本例は被爆後,一 般被爆者同様原子症

状 を呈 したが,そ れは2ヶ 月余を経て先づ,

回復した.

2, 本例は被爆後570日 目骨髄性白血病な

ることを検知 し得たが,初 めは非 白血病性で

あ り, 4日 後に白血病の像が明 とな り, 577

日目に死亡 した.

3, 本例の如 く,被 爆後間 もなき原子症時

代の血液像,回 復時代の血液像,白 血病時の

血液像,而 も非白血症か ら白血症への移行期

の血液像を同一人に より観察記載 された例は

他に類例が ない.

(本論女の要旨は昭和24年6月25日 第59回 岡山医

学会総会に於いて発表 した.

)終りに臨み御指導御校閲 を賜った田部教授 に深謝す

る.
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